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家 畜 市 場 業 務 規 程
第 1 章  総  則

 【家畜市場の位置】
第１条 この家畜市場（以下「市場」という）の位置は、熊本県天草市佐伊

津町６８２番地とする。
 【取り扱う家畜の種類】
第 2 条 この市場の取扱う家畜は、牛・豚とする。
 【開場の期日】
第 3 条 開場の期日は、別に公表した日とする。但し、やむを得ない理由が

あるときは、あらかじめ知事に届け出て開場せず、又は、開場の期日
を変更することがある。

 【開場の時間】
第 4 条 開場の時間は、午前８時３０分から午後５時までとする、但し、業

務の都合により変更することがある。
 【家畜の繋留等】
第５条 家畜は、市場内において、獣医師により家畜伝染病予防法第２条の

家畜伝染病にかかっていないと診断されたものでなければ、市場に繋
留してはならない。
2. 家畜は、開設者の指定する場所に繋留しなければならない。
3. 家畜伝染病予防法第 2 条の家畜伝染病以外の疾病又は、悪へきの

ため他に危害を及ぼすおそれがあると認められる家畜について、開
設者から入場の拒絶又は、隔離若しくは移動制限の要求がなされた
ときは、当該家畜の管理者はこれに従わなければならない。

【獣医師による検査を受ける場合の手続き】
第６条 家畜取引の当事者は、いつでも市場に配置する獣医師に、家畜疾病

にかかっているかどうかの検査を求めることができる。
2. 家畜取引の当事者が、前項の検査を求める場合には、市場事務所
にその旨申し出るものとする。

第２章  家畜取引の方法及び手続
【家畜取引の方法】

第 7 条 市場に於ける家畜の取引は売買により行うものとする。
2. 売買は、せり売りの方法によるものとする。

 【販売の申込】
第 8 条 家畜を販売のため入場させようとする者は、住所及び氏名（名称）

並びに当該家畜の品種、性別、年齢、体重、疾病及び悪へき並びに血
統、能力又は経歴を証明する書類の有無を、別に定める販売申込書に
記入して、市場事務所に提出するものとする。
2. 前項の販売申込書を提出した者（以下「販売申込者」という）は
別に定める入場料を納付し、家畜番号票の交付を受けるものとする。

3. 販売申込者は、市場の定める家畜番号票を、家畜の頭部又は頸部
に結びつけるものとする。

 【購買の申込】
第 9 条 家畜を購入しようとする者（以下「購買者」という）は、市場事務

所に住所、氏名（名称）及び購入予定頭数を申告するとともに、別に
定める予納金を納付し、購買予納金入金伝票及び購買者カ－ドの交付
を受けるものとする。
2. 購買予納金入金伝票及び購買者カ－ドの交付を受けていない者は、
市場においてせり売りに参加することが出来ない。

3. 購買者は、購入予定頭数以上の家畜を購入しようとするときは、
第 1 項の例により予納金を追納しなければ、せり売りに参加するこ
とができない。

4. 市場開設者は、予納金の不足する購買者に対しては、予め予告し、
なお予納金を追納しない購買者に対しては、その後のせり売りに参
加させないことができる。

5. 購買者は、退場の際購買者カードを市場事務所に返還するものと
する。

 【取引開始前の公表】
第 10 条 取引開始前の公表事項は、品種、性別、年齢、体重、疾病及び悪

へき並びに血統能力又は経歴を証明する書類の有無とする。
2. 前項の公表は、同項の事項を販売申込書に記載されたところによ
り呼び上げて行うものとする。但し、名簿等により確認できる場合
は、この限りではない。

 【せり売りの方法】

第 11 条 家畜は、開設者の定める順序により、せり場に上場するものとす
る。
2. せり上げ単位は１００円以上とし、消費税額は含まれないもの
とする。

 【せりおとし人の決定】
第 12 条 せり人が最高申込価格（消費税額を含まない）を呼び上げ、他に

これをこえる価格を申し込む者がないときは、最高価格の申込者を
せりおとし人とする。
ただし、その価格が販売申込者から開設者に示した販売申込価格に
達しないときはこの限りではない。
2. せりおとし人が決定したときは、せり人は直ちにその価格（消

費税額を含まない）及びせりおとし人の購買者番号又は氏名（名
称）を呼びあげるものとする。

 【再せり売り】
第 13 条 販売申込者は、上場した家畜につき、せりおとし人が決定しなか

った時は、当該家畜を再入場することができる。
2. 前項の規定により家畜を再上場しようとする者は、市場事務所
にその旨申し出るものとする。 

3. 再せり売りは、初回上場家畜のせり売りの終了後再上場の申出
順に行うものとする。

 【代金の決済及び家畜の受渡】
第 14 条 せりおとし人が決定した時は、せりおとし人は、遅滞なくせりお

とし価格に相当する金額に購買者手数料を加算した額（消費税額含
む）を市場事務所に支払い、家畜番号、せりおとし価格及び販売申
込者名を記載した家畜売買済証明書の交付を受ける。
2. せりおとし人は、前項の支払いに際し、購入頭数に相当する額
の予納金を支払い金額の一部に充当することが出来る。

3. 販売申込者は、売買が成立し家畜売買済証明書の交付を受けた
時は、当該家畜と合致することを確認のうえ、直ちに家畜の引渡
しを行うものとする。

4. 販売申込者は、前項の家畜売買済証明書を市場事務所に提出し
て、販売代金から別に定める販売手数料（消費税額を含む）、諸経
費（消費税額を含む）及び諸負担金を控除した額に相当する金額
の支払いを受ける。

5. せりおとし人は、せりおとした家畜を即日引き取らなければな
らない、せりおとし人において、当日輸送その他やむを得ない事
由により、即日引き取りが出来ない場合は市場開設者に申し出て
市場開設者の預けることができる。ただし、繋留畜舎の収容能力
の範囲で県外の遠隔地から順次優先的に預かるものとする、尚、
市場開設者は、預託期間中天災地変を除く不可抗力による事故の
場合には、預託者と協議のうえ処理するものとする。肉牛及び豚
は、原則として預からない。但し、せりおとし人がその手続きを
履行しないときは、契約を破棄しせりおとし価格の３分の１の違
約金を没収する。

6. 前項の預託者は、市場最終日の翌日より 1 頭 1 泊につき４１０
円（消費税額を含む）の預託料を開設者に支払うものとする。

 【家畜の引き出し】
第 15 条 せりおとし人がせりおとした家畜を引き取るときは、開設者の許

可を受けなければならない。
     前項の届出を受けた時は、開設者は家畜売買済証明書と家畜の番

号札を照合して誤りの有無を確認してから家畜を引き渡す。
 【取引終了後の公表事項】
第 16 条 取引終了後の公表事項は、その翌日までに、次にかかげる事項を

市場内掲示板に掲示して行う。
1. 家畜の種類別、品種別、性別等の入場頭数
2. 家畜の取引方法別、種類別、品種別、性別等の取引成立頭数
3. 前号の区分による家畜の最高、最低及び平均取引価格（消費税
額を含む）

 【取引家畜の事故処理】
第 17 条 当家畜市場に於ける肉用牛の期限内事故については、全て天草肉

用牛互助会に係る評議委員会において公平且つ厳正に処理するもの
とする。
2.取引に係る異議申し立て期限は各セリ市取引要領により定めセリ

市名簿に記載するものとする。
第 3 章  取 引 関 係 人

 【せり人】
第 18 条 せり人（打鐘者）は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。

1. 販売申込者又は、購買者と通謀して正常な取引を阻害し、又は
これらの者に談合その他の不公正な行為をさせること。

2. その職務に関して販売申込者又は購買者から金品、その他の利
益を受けること。

3. 売買の当事者となること。
4. 故意にせりおとさないこと。
5. 一般に通用しない風潮その他の方法で価格を呼び上げること。

第 4 章  予納金及び徴収料金
 【予納金】
第 19 条 予納金の額は、第 9 条の購入予定頭数価格に見合う金額とする。

2. 予納金は、現金又は金融機関が支払い保証をした小切手等であ
って開設者が適当と認めたもので納付するものとする。

3. 農業協同組合（連合会）の購買については、組合長名で発行し
た購買証明書をその都度市場事務所に提出するものとする。

 【徴収料金の種類及び金額】
第 20 条 徴収料金の種類及び金額は別表のとおりとする。（入場料、購買者

手数料、互助積立金は消費税額を含む）
第 5 章  雑  則

 【家畜市場内における秩序の維持に関する事項】
第 21 条 市場開設者は、次の各号の 1 に該当する者に対し、退場又は期限

を限って入場の禁止もしくは弁償を命ずることがある。
① この業務規程に違反した者。
② 市場内の家畜で売買の成立していないものについて虚偽の

風説を流布した者。
③ 市場に対し虚偽の申告をした者、又は重大な瑕疵の申告をし

なかった者。
④ 市場の業務を妨害し、又は秩序を乱した者若しくは、そのお

それのある者。
⑤ 故意に市場の施設をき損した者又は家畜に危害を加えた者。
⑥ 市場係員の指示に従わない者。
⑦ 第 17 条（取引家畜の事故処理）において処理された決定事

項を尊重せず従わない者
2. 開設者は、第 1 項の規程により入場の禁止を命じた場合には、

その氏名、期間及び理由を場内に提示する。   
 【改廃の手続き】
第 22 条 この規程の改廃は、理事会の議決による。
 【その他】
第 23 条 この規程によりがたき場合は、すべて市場開設者の指示に従うも

のとする。
 附 則

1. この規程は、平成元年 4 月 1 日よりこれを施行する。
2. 平成 ９年 ８月 ７日一部改正
3. 平成１７年 ３月２４日一部改正
4. 平成１７年１２月 ９日一部改正
5. 平成１９年 ４月 １日一部改正
6. 平成２５年 ８月 ２日一部改正
7. 平成２６年 ３月２７日一部改正
8. 平成２７年 ４月２３日一部改正

別 表
徴 収 料 金 表

畜種 入場料
手数料 互助積立金

販売者 購買者 販売者 購買者
子 
牛

330 円 ５％ 2,200 円 2,000 円 1,000 円

成 
牛

1,100 円 ２％ 1,100 円 2,000 円 600 円

※成牛には妊娠牛を含みます



【購 買 者 の 皆 様 へ】 

 毎回の御購買ありがとうございます。当子牛市場は、市場業務規定（本名簿に記載しセリ場内に抜粋を掲示）並びに下記取引要領によ

り行いますのでご理解ご協力をお願い致します。 

 また、当規定並びに関係要領については熟読、了承された上でのセリ市への参加とみなしますので、セリ開始前の説明は省略致します。 

セ  リ  市  取  引  要  領 
１．ご購買に当たっては下見を充分に行って下さい。     

①登録規定で失格とならない損徴・瑕疵（白舌、白斑、刺毛、輪毛、痣並びに季助骨の異常等）については、解約及び再セリの対象
となりませんので現物をよく見て御購買下さい。 
また、登記資格がない牛については、その理由を摘要欄に記載してあります。 

   ②失格とならない損徴異状等をマイクで発表する場合がありますので、ご注意下さい。 

２．子牛の引き渡し・預託について 
① 購買牛は、当日引き渡しを原則とします。 
② やむを得ず預託を希望される場合、牛舎の関係から群飼により管理します。また、不慮の事故については、市場業務規程並びに

子牛事故共済規程により解決するものと致します。 
但し、軽少の損傷（獣医師の診断による治療日数１０日以内）については、市場にて治療のうえ引き渡す事とし解約の対象とは
致しません。 

３．異議申し立ての期限 
   外傷事故は引き渡し時までとします。その他の事故は牛を引き渡し後３日以内とします。 
４．セリ上げ幅が 3万円未満の場合は、その時点で再セリをしますのでご了承下さい。 

５．五種混合・イバラキ及び牛ヒストフィルス予防注射の接種獣医師及び年月日は、子牛登記書の裏面に記載してあります。 

６．母牛年齢の表示は満年齢 

７．産歴は、当該母牛の直接産子について通番で記載し、生産子牛の死亡や未登記・複数産子（双子等）の場合は、生年と矛盾する場合

があります。また、ET による産子及びドナーとして供用された母牛からの産子については記載をしておりません。 

８．飼料給与について、生産者から提出された給与飼料報告書に基づき、育成期（生後６ヵ月以降）に給与されている主な配合飼料を記

載しております。給与飼料についての詳細は、生産者へお問い合わせ下さい。 

９．名簿摘要欄の記載事項について 

○受精卵産子のリシィピエント表示（受=黒  受=雑  受=乳 ） 

○牛クローディン１６欠損症検査結果（正常→ＣＬ１６正常 保因→ＣＬ１６保因（因子を保持している健康な牛）欠損→ＣＬ１６欠損） 

○８ヵ月齢を超えて去勢処置をされた牛（去勢日○/○） 

○高等登録産子は、新基準（平成12年度基準）により審査合格した母牛（高等200,000以上）の産子（母高等登録） 

○産子の枝肉成績が５等級を生産した繁殖雌牛及び当該種雄牛名（産肉 種雄牛名※２頭以上の場合その頭数）



『育種価』及び『育種価資格本原』の表示について

１． 目 的

     子牛の産肉能力を予測する方法として、これまで外貌からの表現型と、血統的組み合わせによって判断されてきました。

    現在は、肥育農家から産肉情報を頂き遺伝能力を推定できるようになりました。

    そこで、育種価を表示し、遺伝能力の判明した優良素牛の活用を促進していく事としました。

２． 育種価とは

    「育種価」とは、その牛が持っている遺伝的な能力の度合いを数字で示したものです。産肉能力の育種価は、枝肉成績と血縁

情報のデータを分析し、そこから、肥育農家の成績、性別、出荷月齢などの「環境的な要因」を取り除いて、子に伝わる「遺伝

的能力」の部分を数値（推定値）としてあらわします。

「育種価」には、自分自身の子孫の枝肉情報から計算した「推定育種価」と、自分自身は推定育種価を持っていないが、両親

の育種価を平均して計算される「期待育種価（期待の期待育種価）」があります。

３． 名簿への表示内容

    表示する枝肉形質及び順序は左から 枝肉重量 ロース芯面積 バラの厚さ 皮下脂肪厚 歩留基準値 脂肪交雑 とし、

名簿に ABCABC （期待の期待育種価は 期 ABCABC ）と表示します。

４． 表示記号の読み方

表示については、下記の表を以って行い、A,B,C の範囲は次の通りと致します。

A の範囲   熊本県の上位４分の 1（a 値点以上）

B の範囲   熊本県の平均以上（ｂ値点以上 a 値点未満）

C の範囲   熊本県の平均以下、表示は－（ｂ値点未満）

   C    B    A               
              ｂ  a 
５． 本原登録の育種価資格

 ①育種価条件 ・父母の育種価、又は、祖父の育種価が判明している事。

        ・父母（又は祖父母）の育種価から計算した本牛の期待育種価が次のいずれかである事。

        脂肪交雑と枝肉重量の期待育種価が県内（母牛育種価）の平均以上であること。

        脂肪交雑の期待育種価が県内の上位４分の 1 以上である事

 この育種価条件をクリアした子牛はセリ名簿に「育種本原」と表示してあります。なお、本原登録になるには、この育種価条件

と併せて血統条件や体型審査得点（81 点以上）等をクリアすることが必要となります。



◎さかえ系

始祖牛「きくえ」は熊本産の昭和２６年２月１０日生の雌牛である。その後天草で広が
ってきた雌系で、特に「みちこ（黒原 48732）」の娘「さかえ（黒原 257191）」から天草内
で広がっています。
 したがって「さかえ」が系統基礎牛として考えられます。代々，天草で利用されてきた
種雄牛が交配されてきており、さらに但馬牛を中心として、増体も鳥取系統から補完しな
がら造成されてきた経過が伺えます。
美点 発育，体積，前駆（特に体深），肩付，皮膚
欠点 やや体上線，体幅

◎たえこ系
 始祖牛「いまえ」は鹿児島産の昭和２７年１２月７日生の雌牛である。その後、鹿児島
肝属内で広がってきた雌系で、熊本県には山下守氏「たえこ４の１」が平成８年頃に導入
されその産子の枝肉成績が良かったことから天草内で広がった雌系である。
「たえこ４の１」は産肉能力育種価が高かったこともあり、熊本県の種雄牛造成「金平」
も行われた実績を持つ。さらにその子孫で、近畿東海北陸連合肉牛共進会で滋賀県から出
品された枝肉がグランドチャンピオン（父 美津照）に輝いた実績もあり、現在も天草内
に広がりつつある雌系である。
 また、「たえこ３の１」から「安平照」で県種雄牛「照勝福」が造成されており、これは
第 11 回宮城全共第９区候補種雄牛ともなっている。他にも「多栄福」、「平次郎」、「平次郎
２」、「安福紋」といった種雄牛造成に貢献している。
美点 発育，体積，体伸，体深，肩付，皮膚
欠点 後躯，やや体幅

◎つるぎ系
 始祖牛「ますこ」は大分県玖珠郡産の昭和３０年１１月１０日生の雌牛である。
その後も同郡内で数世代経過し、熊本県には山田勝氏が「つるぎ」を長崎県から導入され
その子孫は枝肉共励会でも実績があり，非常に産肉能力にも優れており、他の兄弟牛も能
力が安定している。
「ふくこ」から父「勝忠平」で種雄牛「勝三宝」を造成。天草内でも交配がされ、脂肪交
雑育種価も熊本県内トップクラスの実績がある。
「ふくこ３」は県指定牛でもあり、「美津照重」で県種雄牛候補「美津福重」が造成されて
おり現場検定で熊本県歴代トップ「去勢平均ＢＭＳ№９.４」の好成績を出している。
美点 体積，体深，皮膚，乳徴
欠点 やや体伸

◎第１おくはた系

  始祖牛「第１おくはた」は兵庫県産の昭和２４年３月６日生の雌牛である。
その娘「くまの」が天草に導入され，当時から地域内でかなり大きな広がりをもった雌系
あり、「おくはた系」は「さかえ系」と「くに系」と並んで天草の改良の歴史が凝縮され
ているものである。
  この雌系は、高等登録牛も多く当時から繁殖成績も優秀で地域内で大事にされてきた。
しかしながら現在、この雌系に属する個体は少なくなりつつある。なお、この雌系の
１つの核になると考えられるのは，第８回岐阜全共若雌の部（第４区）に出品された木
下吉郎氏の「はな」である。当時の全共の成績で，優等賞 11 席の実績があり、その子孫
も高等登録牛で分娩間隔も良く非常に優秀である。
美点 発育，体伸，資質，腰幅
欠点 体深，後躯

◎まわたり系

  始祖牛「まわたり」は鹿児島産の昭和２６年１月７日生の雌牛である。その後、鹿児
島県姶良で数世代経過し、昭和５０年に金子健吾氏が鹿児島（熊毛）から「はつ」を天
草に導入された以降、天草内で広がりをもった雌系である。
  この雌系「第１ちえみ」は高等登録牛でもあり、１５産の分娩間隔３６９日と繁殖成
績も非常に優秀である。また，その子孫の産肉能力も優れている。
  その娘「りょうこ」、「第１じゅんこ」も高等登録牛であり現在、新たな広がりができ
つつある。
美点 肩付，輪郭鮮明，骨味，乳徴
欠点 やや体幅，体深

◎くに系

始祖牛「くに」は熊本県産の昭和２５年１０月１日生の雌牛である。
古くから但馬牛の系統が天草内に多く飼養されてきたが、平成になり天草系統が減少す
る中で生き残ってきた雌系統であり、現在は頭数がかなり少なくなってきている。
「第３さくら」以外はほとんど消滅しつつある。
全国で「天草但馬牛」の名声を上げた時代もあったことから、今後は子孫を広げていき
たい雌系である。
美点 発育，資質，体深，乳徴
欠点 やや体伸



令和3年3月17日子牛セリ市成績表
（黒毛和種）

性別 売却頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 kg単価 平均日齢 日増加額 前回価格比

雌 129 1,657,700 106,700 772,643 285 2,712 273 2,830 52,600

去勢 174 1,323,300 385,000 864,518 308 2,811 267 3,238 39,614

合計 303 1,657,700 106,700 825,403 298 2,771 270 3,057 48,072

以上 ～ 以下 成立頭数 平均価格 成立頭数 平均価格 成立頭数 平均価格

211 ～ 240 8 672,788 19 852,847 27 799,496

241 ～ 270 50 754,116 77 851,629 127 813,238

271 ～ 300 55 778,260 71 885,299 126 838,575

301 ～ 330 15 865,040 6 860,017 21 863,605

331 ～ 360 1 803,000 1 630,300 2 716,650

日　令　区　分 【雌】 【去勢】 【合計】

(1)取引成績

(2)日令別取引成績



種雄牛別出場頭数一覧

種雄牛名 雌 去勢 総計 種雄牛名 雌 去勢 総計
福之姫 29 44 73 茂晴花 1 1 2
若百合 20 27 47 百合久 2 2
美津福重 23 23 46 金太郎３ 1 1 2
美津照重 19 23 42 光平照 2 2
美国桜 9 22 31 亀勝 1 1 2
百合白清２ 8 16 24 百合茂 2 2
紀多福 5 9 14 隆之国 1 1 2
安亀忠 6 5 11 華春福 2 2
幸紀雄 4 6 10 関平照 1 1 2
愛之国 4 6 10 凛斗福 1 1
諒太郎 2 7 9 平茂晴 1 1
福増 1 8 9 茂白清 1 1
聖香藤 3 5 8 舞菊福 1 1
美津忠 3 4 7 華春久 1 1
芳之国 1 3 4 茂久桜 1 1
満天白清 2 1 3 白清８５の３ 1 1
耕富士 3 3 百合福久 1 1
直太郎 1 2 3 総計 159 231 390
福華１ 1 2 3 ※雄は表示なし
福安照重 3 3
安福久 2 2
夏百合 1 1 2









6

4



右乳頭癒着　乳房白
登記資格無
産肉（糸松波・美国桜・美津照重）





つるぎ系　母高（83.0）
産肉（美津照重・
勝三宝・福白清）







乳房大白　登記資格無
産肉（諒太郎）
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産肉（幸紀雄）
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産肉（美津照重
光平照・隆之国）











得点





得点
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1. 子 牛 の 別 飼 （1）生後1ヶ月令から　（2）良質乾草の給与 組合名 認定番号 地域
あまくさ農協 熊

2. 去 勢 の 時 期 セリ市出品に対応できる月齢にて適正実施し出品にあたっては 和牛改良組合 1号
遺残がないこと 本 渡 五 和 熊

和牛改良組合 2号
3. 子 牛 の 授 乳 （1）初乳は早く十分に与える　（2）離乳は生後3～4ヶ月令まで 苓北町農協 熊

生産牛部会 4号
4. 初 回 受 精 体高117㎝　体重300～330kg　生後月令14～15ヶ月

（体格十分であれば、12～13ヶ月でもよい）

5. 分 娩 後 受 精 （1）分娩後30日の発情から（1年1産）
（2）種雄牛の選定（計画交配）
（3）生時体重の測定

6. 飼 料 給 与 回 数 一日2回

7. 飼 料 の 給 与 （1）乾草、サイレージの利用
（2）粗飼料は長く切る
（3）濃厚飼料の適正給与（子牛・育成・繁殖）

8. 牛舎の改築・新築 通風・採光をよくする　簡易開放式とする

9. 衛 生 対 策 （1）牛床の乾燥　（2）畜舎消毒の励行　（3）肝てつ駆除

10. そ の 他 （1）去勢にはカウストン（尿結石予防）
（2）繁殖牛には鉱塩E-100
（3）カルシウム剤の給与

あまくさ農協管内

本渡五和農協管内

苓北町

和牛改良組合一覧表和牛管理技術指導重点事項
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